
 

 

 

 

 

 

 

《みんなで楽しもう！2023 ふるさと名立・夏まつり》 

～すべての世代と地域が交流し、一人ひとりが名立に暮らす喜びと誇りを持ち、 

                  いつまでもにぎわいと活気のあるふるさと名立・夏まつり～ 

令和 5年（2023 年）も早いもので間もなく折り返しです。 

この 6ヶ月、みなさんにとってもあれこれあったことと思います

が、私たちの日々の暮らしにとっての最大の出来事といえば新

型コロナウイルス感染症が感染症法上は季節型インフルエン

ザと同じ 5 類に移行したことであり、そのことにより日常生活が

落ち着き始めるとともに、経済活動や社会活動、地域活動等も

活発な動きを見せ始めたことではないでしょうか。 

 そこで、今年も“2023 ふるさと名立・夏まつり”（以下、「2023 夏

まつり」）を開催し、名立の夏を盛り上げ、みなさんと一緒に楽し

んでいきたいと思います。 

すでに町内回覧等でお知らせのとおり、また裏面のとおり 2023 夏まつりは昨年と同じく、4 地区におけ

る“前夜祭”とうみてらす名立等での“本まつり”で実施することにしています。 

4 地区においては各地区固有の歴史や文化等に加え、新たな地域づくりにつながるような催しが計画

されていますし、本まつりでは名立の誇る夕陽や日本海を舞台・背景に世代を超えて楽しめるイベントを

予定しています。 

昨年同様、2023夏まつりのテーマは『名立をまもり、名立をつくり、明日につなげる』です。 

そして、その主役は地域のみなさんお一人おひとりです。 

多くのみなさんが集い、思う存分に名立の夏を楽しんでください！ 

《海上花火大会ご協賛のお願い》 

そして、2023 夏まつりのフィナーレを飾るのは海上花火大会です。 

昨年は準備中に大雨で打ち上げが危ぶまれましたが、みなさんの

強い思いが伝わったのでしょうか、打ち上げ開始直前には雨も上がり、

無事に 3 年ぶりの花火が名立の海を照らしてくれました。 

今年は雨の心配もなく、お一人おひとりのいろいろな願いを込めた、

夏の夜空を華やかに彩る花火を見上げたいと思います。 

つきましては、これまでもご案内させていただいている海上花火大

会へのご協賛について、あらためてお願いさせていただきますので、

ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

ご協力いただける方は 2023 夏まつり実行委員会事務局（名立

まちづくり協議会☏537-2182）までお知らせください。 
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《2023 愛とヒューマンのコンサートに向けて》 

オウム真理教（当時）信者に殺害された坂本弁護士一家の遺体が名立町（当時）や富山県魚津市、長

野県大町市で発見されたのが 1995年（平成 7 年）9月のことでした。 

それから 28年が経過しようとしています。 

この間、2005年（平成 17年）には上越市との合併という大きな時代の転

換期を迎え、さらに 2020 年（令和 2 年）からは 3 年に及ぶ新型コロナウイ

ルス感染症による“新しい生活様式”の日々を過ごしてきました。 

このように私たちを取り囲む社会環境、生活環境が大きく変容した中で

も、1999 年（平成 11 年）から坂本弁護士一家のご冥福を祈るとともに、こ

の事件を語り継ぎ、風化させてはならないという強い思いで開催されてき

た「愛とヒューマンのコンサート」が今年 4 年ぶりに開催されることになり

ました。 

そして、この機会にあらためて「坂本弁護士事件とはなんだったのか」、

「坂本弁護士事件から何を学ぶのか」などをみなさんと一緒に考える公

民館講座が開催される予定です。 

講座の詳細については 6 月 25 日の広報配布にあわせて案内チラシが全戸配布されますので、多くの

みなさんからご参加いただければと思います。 

【名立再発見講座『坂本弁護士事件から何を学ぶか』】  

□と き：7月 15日（土）14:00～16:00 

□ところ：名立地区公民館 

□講 師：上越教育大学准教授 塚田穂高さん 

□演 題：オウム真理教坂本弁護士事件から何を学ぶか 

□主 催：名立地区公民館 

□共 催：名立まちづくり協議会・名立の子どもを守り育む会 

【愛とヒューマンのコンサート】（予定） 

□と き：8月 17日（木）13:30～16:00 

□ところ：名立地区公民館 

□内 容： 

講   演：愛とヒューマンのコンサート委員の今野強さん「コンサートの歩み」（仮題） 

コンサート：ヴァイオリン、ピアノ、チェロによる演奏 

□主 催：2023 愛とヒューマンのコンサート実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

《ひとくちメモ》 

 坂本弁護士事件については坂本弁護士の遺体が発見された 2 年後の 1997 年（平成 9 年）3 月

に発刊された「名立町史」の 432 ページに『「堤さんやすらかに」名立町坂本弁護士の慰霊塔建立』

と掲載されています。 

 その中では遺体発見からわずか 2 日後の 9 月 8 日に慰霊塔が建立された経緯や当時の関係者

等のコメントが載っています。 

 そして、「名立町が坂本堤さんの慰霊塔を建立したことは後世に語り継がれるであろう。」と結ば

れています。 

 私たちはこれからもこの言葉の重みを考えていかなければならないのではないでしょうか。 

2020.9.6 南部仏教会による 

「坂本弁護士慰霊の会」 



《まちづくり活動団体支援助成～みんながつくる私たちのまち～》 

まちづくりは誰もが一人ひとりの暮らしの中で取り組むことができます。 

名立にはこうしたまちづくりや福祉活動等の取り組みを行っている個人や団体が

多くあります。そうしたみなさんの取り組みのほんのちょっとだけでもお手伝いでき

れば･･･と思い、当会ではこうした取り組みを行う団体等へ活動支援を行っていま

す。 

これまでも名立区老人クラブ連合会の花苗植えによる環境整備と名立駅ＭＳ作

戦実行委員会のトキ鉄開業 7 周年記念イベントに助成させていただきました。 

今年度もこのような取り組みや活動を計画・予定され、活動支援金の助成（1 団

体上限 30,000円）を希望される団体等がありましたら、まずは当会までお問い合わ

せください。 

《上越市委託事業～瓜原林道ほか除草～》 
まち協だより 5月 25 日号でもお知らせしたように当会は

上越市等から各種事業

を受託していますが、林道や遊歩道の除草事業もその一つです。 

梅雨入り前に除草をしておかないと伸び放題になって…ということ

で、瓜原林道やその周辺の遊歩道、そして、赤野俣白山住宅団地な

どの除草を行いました。 

瓜原林道は岩屋堂から上り切った地点にあり、大菅地区からシー

サイドパーク名立へ向かう林道で、除草延長が 2 ㎞弱ほどになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この間、樹木が林立している場所もあれば“日当たり良好”な場所もあり、草丈もその場所の環境によ

ってまちまちです。今回（6月 7 日）は“草刈り隊” が 9 人、“片付け隊”が 2人の 11人体制で作業開始で

す。真夏の暑さではないにしろ作業開始早々から汗だく…。途中なんども休憩をはさみながら無事に終了

することができ、林道もきれいになりました。 

どうぞ、みなさん、シーサイドパーク名立にお出かけください！ 
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HP↑       インスタ↑ 

山海クラブのみなさんが旧保健センター花壇に

マリーゴールドとサルビアの苗を植えました 
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